　　岩国市社会福祉法人訪問介護事業支援補助金交付要綱

（趣旨）

第１条　この要綱は、社会福祉法人の高い公益性及び公共性に鑑み、社会福祉法人の行う訪問介護サービス等の事業の円滑な実施を支援するため、訪問介護サービス等の事業を実施する事業所（以下「事業所」という。）を市内において運営する社会福祉法人に対し、予算の範囲内で岩国市社会福祉法人訪問介護事業支援補助金（以下「補助金」という。）を交付することについて、岩国市補助金等交付規則（平成18年規則第53号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。
　（定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
　⑴　社会福祉法人　社会福祉法（昭和26年法律第45号）第22条に規定する社会福祉法人をいう。
　⑵　訪問介護サービス等　介護保険法（平成９年法律第123号）第８条第２項に規定する訪問介護並びに岩国市訪問型サービスタイプ１の人員、設備及び運営に関する基準等を定める要綱（平成28年４月１日制定）第１条に規定する訪問型サービスタイプ１及び岩国市訪問型サービスタイプ２の人員、設備及び運営に関する基準等を定める要綱（平成28年４月１日制定）第１条に規定する訪問型サービスタイプ２をいう。

（補助対象者）

第３条　補助金の交付の対象となる者（以下「補助対象者」という。）は、市内において事業所を運営する社会福祉法人とする。

（補助対象事業）
第４条　補助の対象なる事業は、補助対象者が行う岩国市介護保険の被保険者に係る訪問介護サービス等の事業とする。
２　前項の規定にかかわらず、訪問介護サービス等の利用者から別に交通費を徴収しているときは、補助の対象外とする。

（補助金の額）

第５条　補助金の額は、次の各号に掲げる訪問距離の区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。
⑴　訪問距離が片道10km以上20km未満　訪問１回につき1,790円

⑵　訪問距離が片道20km以上　訪問１回につき3,580円

（訪問距離の算定）

第６条　前条に規定する訪問距離は、事業所の所在地から訪問介護サービス等の利用者の自宅等までの区間において、時間、道路の状況等の事情に照らし、最も経済的かつ合理的と認められる経路により算定するものとする。

（交付申請）

第７条　補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）が補助金の交付申請のために市長に提出する書類は、次のとおりとする。
⑴　岩国市社会福祉法人訪問介護事業支援補助金交付申請書（様式第１号）
⑵　補助金交付申請額内訳書（様式第２号）

⑶　訪問距離の算定の根拠となる資料
⑷　社会福祉法人の定款の写し 
⑸　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類

２　前項の交付申請は、原則として、申請年度における４月から８月まで又は９月から翌年３月までの期間において提供した訪問介護サービス等の事業に係るものについて、それぞれ事業を完了した日から起算して15日以内又は申請年度の３月31日のいずれか早い日までに行うものとする。ただし、交付申請において当該年度中に提出済みの書類であって市長が認めるものは、その提出を省略することができる。
（交付の決定及び額の確定）

第８条　市長は、前条の交付申請があった場合において、その内容を審査し、適当であると認めたときは、補助金の交付の決定及び額の確定をし、岩国市社会福祉法人訪問介護事業支援補助金交付決定及び額の確定通知書（様式第３号）により申請者に通知するものとする。
２　市長は、前項の審査により補助金の交付が適当でないと認めたときは、補助金の不交付を決定し、岩国市社会福祉法人訪問介護事業支援補助金不交付決定通知書（様式第４号）により申請者に通知するものとする。

（補助金の請求）

第９条　前条第1項の規定による通知を受けた者が補助金の請求のために市長に提出する書類は、岩国市社会福祉法人訪問介護事業支援補助金請求書（様式第５号）とする。
　（その他）

第10条　この要綱で定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。
　附　則

この要綱は、令和７年４月１日から施行する。
